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多様な環境に対応した
法面対策工法

法面対策工法協会岐阜

令和８年度 林業土木技術講習会

本日ご紹介する工法

 ザ ル コ ン
（透水性コンクリート吹付工）

 ニュージャストショット工法
（落石対策工・岩盤接着工）

 ファーストクリートDry
（長距離・高揚程・高品質乾式吹付システム）

法面対策工法協会岐阜

 斜面樹林化工法
（地域生態系に配慮した自然回復緑化技術）
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斜面樹林化工法

自然回復緑化技術

1

法面対策工法協会岐阜

Natural Remedy

【従来の播種工】

2市場単価の主体種子

 安価な外来牧草類・マメ科植物が主体

 早急に緑化し法面を被覆する“急速緑化”が主流

従来の一般的な播種工は

【従来の播種工の課題】

3

自然回復までに長期間を必要とする

周辺の森林環境と連続性がとれない（調和しない）

遺伝的地域性の喪失

斜面樹林化工法とは

“国内産在来木本類”のタネを用いて“周辺環境と調和”する木本
植物群落を早期に形成して“自然を回復”させる植生基材吹付工

【斜面樹林化工法とは】

4
一般的な植生基材吹付工 斜面樹林化工法
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【斜面樹林化工法とは】

5

【斜面樹林化工法の技術的特長】

6

【技術的特長】

7

“高い防災機能“

 草本類の根系： 鉛直方向より谷側に伸長

 木本類の根系： 鉛直方向、山側にも深く伸長

【技術的特長】

8

“高い防災機能“

草本類 と 木本類の機能の比較
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【技術的特長】

9

“高い防災機能“

播種木 と 植栽木の比較

【技術的特長】

10

“高い防災機能“

播種木 と 植栽木の比較

タネから育てた樹林の根系

種子を取り扱う上での課題

【技術的特長】

11

“早期発芽力検定法による品質証明“

発芽試験に長期間を

要する

正確な品質の

把握が困難

種子の配合設計への

反映が困難

【技術的特長】

12

“早期発芽力検定法による品質証明“

早期発芽力検定法
[NETIS：KT-060003-V(掲載終了)]

発芽試験（従来法）

発芽しやすく加工後に播種播種試験方法

1週間前後最低1～3ヵ月
※種類により数年

試験期間

発芽能力のある種子の割合
（早期発芽力検定値）

発芽率得られる結果
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【技術的特長】

13

“早期発芽力検定法による品質証明“
【技術的特長】

14

“木本類の生育に適した専用材料“

生育基盤材

レミマテリアル

肥沃で厚い土壌と同等の性質を有する、肥料養分の永続性に優
れた厚い生育基盤の造成が可能な、有機質を主体とした生育基
盤材

【技術的特長】

15

“木本類の生育に適した専用材料“

侵食防止材

レミコントロール

植物の発芽・生育に悪影響を及ぼすことなく、従来の侵食防止材
（高分子系樹脂）と比較して高い耐侵食性を発揮する無機質系侵
食防止材

【技術的特長】

16

“木本類の生育に適した専用材料“
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15 16



2026/5/27

5

配合調整種子

レミディシーズ

種子の劣化を防止する品質保持材と、配合設計にもとづいて１施
工単位で計量・袋詰めされた配合調整種子

【技術的特長】

17

“木本類の生育に適した専用材料“
【技術的特長】

18

“２層吹付システムによる種子の有効活用“

施工コストの課題

高度な技術で

管理された種子は高価

生育基盤の

全層に種子を混入

施工単価に占める種子
の割合が大きい(高価)

【技術的特長】
“２層吹付システムによる種子の有効活用“

２層吹付システム

出芽可能な表層２cmにのみ種子を配合

19

※1

※1：吹付厚さが４cm以上の場合に適用

【技術的特長】
“２層吹付システムによる種子の有効活用“

20
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【斜面樹林化工法の特長】
“２層吹付システムによる種子の有効活用“

21

【技術的特長】
“２層吹付システムによる種子の有効活用“

22

【施工事例】
“水俣豪雨災害における施工事例“

23

１：０．８ ～ ２．２：法 面勾配熊本県水俣市：施工場所

５ｃｍ：吹 付 厚２００６年２月：施 工年月

凝灰角礫岩：地 質
落葉・常緑広葉樹の混交林
の形成
：緑化目標

アラカシ，ヤブツバキ，ネズミモチ，コナラ，ヤマハゼ，ヌルデ，アキグミ，
アカメガシワ，コマツナギ，ノシバ
：使 用植物

1年7ヵ月後
アジア航測株式会社ホームページより

「平成15年九州豪雨」土砂災害（2003年7月）
https://www.ajiko.co.jp/news_detail/289

（2024年10月22日参照）

崩壊直後

施工直後 施工４ヵ月後

【施工事例】
“水俣豪雨災害における施工事例“

24

1年7ヵ月後

施工１８年４ヵ月後（２０２４年６月）

21 22
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【施工事例】
“山腹崩壊復旧工事における施工事例“

25

１：０．８～１．４：法 面 勾 配群馬県多野郡上野村：施 工 場 所

３ｃｍ：吹 付 厚１９９４年５月：施 工 年 月

礫混じり土砂：地 質落葉広葉樹林の形成：緑 化 目 標

シラカンバ、ヤマハンノキ、ヤシャブシ、イロハモミジ、ヤマハギ、
コマツナギ
：使 用 植 物

施工１ヵ月後 施工２年３ヵ月後

【施工事例】
“山腹崩壊復旧工事における施工事例“

26

27

【施工事例】
“抑止工を併用した施工事例“

《和歌山県》

28

【施工事例】
“長距離・高揚程吹付システムを併用した施工事例“

《兵庫県》

吹付プラント

施工箇所

ホース延長：３７０ｍ
高低差：５０ｍ

25 26
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29

【施工事例】
“長距離・高揚程吹付システムを併用した施工事例“

《兵庫県》

施工直後 施工６ヵ月後

30

【施工事例】
“長距離・高揚程吹付システムを併用した施工事例“

《兵庫県》
施工２年後

法面対策工法協会岐阜

ご清聴ありがとうございました

31
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ニュージャストショット工法

落石対策工・岩盤接着工

1

法面対策工法協会岐阜

【岩塊崩落事例】

剥離型落石（流れ盤亀裂から） 2

【不安定岩塊の事例】

浮石型岩塊（不規則な不連続面やオーバーハング）

3

【不安定な巨大岩塊の事例】

転石型岩塊（W＝約１４００ｔ）浮石型岩塊（Ｗ＝約５００ｔ）

4

岐阜県（下呂市国道41号線）

1 2
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【ニュージャストショット工法とは】
危険な岩盤、浮石を高強度繊維補強吹付モルタルにより

短期間、低コストで安定化

施工対象物の洗浄

浮石・土砂・木根を除去し、
高圧洗浄機で付着物を洗浄

NJSモルタル吹付

開口部や亀裂の方向に合わせて
NJSモルタルを吹付け

5

●割れ目の充填

●風化防止のための表面被覆

●不安定岩塊の根固め

【ニュージャストショット工法の利点】

6

 乾式吹付システムの採用により長距離圧送が可能です（直高100m、
ホース長300m）

 接着目地工の充填性に優れています（幅2cm～、深さ1.5mまで）

 ロープ足場で施工可能なため施工性に優れています

 吹付打設のため、人力左官仕上げ工法より約10倍の施工能率を確保

 高強度(30N/㎟)・高靭性・高い接着力・耐酸性をもつ短繊維モルタルで、
ひび割れの発生を低減できるプレミックス材料です

 結合材の一部と骨材の全量にリサイクル材（高炉スラグ）を活用した環

境負荷低減型の材料です

【ニュージャストショット工法の開発目的と経緯】

●開発目的

従来の人力左官施工の岩盤接着工に対して、高強度特殊モルタルを乾式吹
付システムにより吹付けることで、高所や遠い所にある岩盤の割れ目の充填・
接着、根固め、表面被覆などを同時に、より早く、安全に、かつ安価に提供する
ことを目的として開発された技術です。

また酸性岩盤など、あらゆる岩質に対応できるよう高炉スラグを用いたリサイ
クル材料による耐酸性モルタルとしたことにより、緻密で環境にやさしい材料を
目指しました。

●経緯概要

〇2001年（平成13年） 2月 ：開発着手

〇2003年（平成15年） 4月 ：特許出願

〇2006年（平成18年）10月 ：特許取得（第3865708号）

〇2010年（平成22年） 9月 ：NETIS登録（旧番号 KK−050074−A）

〇2004年（平成16年）12月 ：第1回施工

〇2025年（令和 7年）3月末 ：施工実績91件

7

【適用条件・適応箇所】

 落石発生源対策としての根固め工（充填工）
 割れ目の多い岩盤斜面の剥落防止・風化侵食防止（被覆工）
 塩害を受ける箇所の法面保護工
 温泉地周辺の酸性環境下における法面保護工

（適用条件）

 のり面勾配⇒垂直よりも緩い勾配を原則
オーバーハング部は埋め殺しの補助金網等を設置し根固め工として施工

 搬送距離⇒原則としてホース延長300m、直高100mの高所・長距離吹付
 湧水⇒常時、面的な湧水個所は適用困難
 岩質⇒割れ目の多い軟岩・硬岩

（酸性岩含むｐH≧3 ただし、適用岩質は他の岩盤接着工法と同じ）

（適応箇所）

8
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【従来技術との比較】

ニュージャストショット工法従来型岩盤接着工工 種

原則、不要必要
仮設工

（作業足場、モノレール等設置）

○○水洗い清掃工

○○プラント設置工

吹付
左官

（注入管設置含む）
目地工（充填）

－○注入工

不要
人力

（注入管切断・撤去）
目地工処理工

吹付−岩盤被覆工（風化防止）

原則吹付のみ型枠が必要根固め工

※ニュージャストショット工法では原則として注入工は行わない

9

【従来技術との性状比較】

【標準配合】

10

11

【NJSモルタルの耐酸性試験結果①】

12

【NJSモルタルの耐酸性試験結果②】

9 10

11 12
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【充填性の確認試験】

充填性確認試験（開口幅6cm） 充填性確認
（奥行1.5m地点で厚み2cm）

13

【被覆工の吹付厚選定目安】

14

10cm7cm5cm

風化岩（Dクラス程度）軟岩Ⅰ（CLクラス程度）岩質

2方向50cm未満2方向50cm未満クラックピッチ

幅5mm以上で著しく風化幅5mm以上でクラック面風化幅5mm未満でクラック面比較的新鮮クラック状況

凹凸15cm以上凹凸10cm以上不陸

風化侵食・岩片剝落防止風化侵食防止施工目的

【ニュージャストショット工法吹付概略図】

NJSモルタル荷姿

15

【吹付プラント図と主要使用機械】

16

備 考
数
量

仕様・型式機械名

1台乾式 7.5kw ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御FCD吹付機

（）内は長距離・高揚程用1台
11.0(19.0)m3/min 84(118)kw
ﾄﾞﾗｲｴｱｰ

空気圧縮機

1台37/45kVA 46kw発動発電機

1台ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御 ﾍﾞﾙｺﾝ ﾎｯﾊﾟｰ付材料供給装置

プレモイスト用1台5.0m 1.0kwベルトコンベア

プレモイスト用1台1.5kw
モ ル タ ル ミ キ
サー

1台2.5t級 37kwフォークリフト

ｲﾝﾊﾞｰﾀ制御1台0.5～5.0L/min 3.0Mpa 2.2kwFCDポンプ

1台0～120ℓ/min 0～5.9MPa流量計

水源用1台口径50㎜ 揚程10m 2.2kw揚水ポンプ

貯水用1台2.0m3水槽

1台7.5kw×2,3.7kw×2,2.2kw×1分電盤

13 14

15 16
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【実際の吹付プラント状況】

17

【圧縮強度試験】

供試体作製状況

圧縮強度試験

【品質管理】

圧縮強度試験用供試体状況

圧縮・曲げ・引張り接着供試体作製状況

18

【曲げ強度試験】

曲げ型枠（4×4×16cm） 曲げ強度試験供試体状況 曲げ強度試験

【引張接着強度試験】

供試体加工状況（4×4cm） 引張接着試験状況 接着面破壊状況

19

【施工事例①（道路上部の岩盤斜面）】

施工前

水洗い清掃状況 NJSモルタル吹付状況

完成

・平均のり面勾配 1：0.3 ・割れ目充填、被覆（厚10cm） ・施工箇所 兵庫県内

20
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【施工事例②（道路脇の岩盤斜面）】

21

施工前 完成

完成

・平均のり面勾配 1：0.1 ・割れ目充填、根固め、被覆（着色厚5cm、10cm） ・施工箇所 三重県内

被災状況

【施工事例③（道路上方の岩塊）】

22

施工前 完成

・平均のり面勾配 1：0.1 ・割れ目充填、根固め、被覆（厚5cm） 施工箇所 長野県

【施工事例④（緊急治山）】

23

施工前 完成

・平均のり面勾配 1：0.1 ・根固め ・施工箇所 長野県

H=150m 
L=300m

吹付プラントから吹付箇所を望む 吹付状況

【施工事例⑤（道路上方の巨大岩塊）】

施工前 完 成

24

・平均のり面勾配 オーバーハング・吹付被覆工（ｔ=7㎝）、 接着根固め・吹付充填工（V=20m3）

施工箇所 岐阜県（下呂市）

W=約500ｔ

21 22
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【施工手順】

水洗い清掃状況 吹付キャリブ・供試体作成 被覆工吹付状況

吹付け表面状況根固め充填部状況吹付プラント状況

25

【吹付状況（表面被覆工）】

26

【吹付状況（根固め充填工）】

27

【施工事例⑥（道路上方の巨大岩塊W=1400t）】

施工前 完成

・平均のり面勾配 オーバーハング・吹付被覆工（ｔ=7㎝）、 接着根固め・吹付充填工（V=150m3）
施工箇所 岐阜県（下呂市）

28

25 26

27 28
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29

法面対策工法協会岐阜

ご清聴ありがとうございました

30

29 30
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ザ ル コ ン
（透水性コンクリート吹付工）

開放型の法面保護工技術

1

法面対策工法協会岐阜

【水による法面構造物の変状事例】

モルタル吹付部背面への水浸入

凍害による空洞化と剥落
法枠への水浸入による枠内侵食

と枠背面の空洞化

2

【水によるダム湛水法面構造物の変状事例1】

水位変動域のモルタル吹付工背面の空洞化

水位変動域の枠内植生衰退による枠背面どしゃの流亡

3

【水によるダム湛水法面構造物の変状事例2】

4

施工箇所：石川県

仮設モルタル吹付工（t=5cm）を施工した翌年の状況
※水位変動域のモルタル吹付工背面の空洞化が進行

ダム湛水面の崩壊地

1 2

3 4
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【従来の開放型法面保護工法だと・・・】

法枠工の枠内に空石積工 現場打ちポーラスコンクリート工

5

人力施工がほとんどのため施工が煩雑

栗石の法面への楊重にはクレーンが必須

栗石の背面が吸出しを受け空洞化しやすい

栗石の沈下、抜け出し崩壊の危険性が懸念

凹凸のない勾配の緩い護岸などが対象

大型機械が搬入可能な大規模現場に限定

施工法面の直下（上）に機械の設置が必須

法面への打設のため転圧不足が懸念される

【吹付け技術で透水性（ポーラスな）コンクリートが出来ないか？】

6
【ザルコン】

湧水のある道路法面の吹付状況 ダム湛水法面の吹付状況

【ザルコンとは】

｢ザルのように水を通す、地球にやさ
しい吹付けコンクリート技術」

『背面の水は速やかに、表面の水は緩やかに排水』

透水状況

7

ザルコン内部への浸透

【ザルコン吹付け状況】

8

5 6

7 8
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【ザルコン背面地山の人工降雨による侵食実験】

モルタル吹付工

水抜き管へ水の一極集中により背面土が流出

ザルコン

背面水をザルコン内へ導き連続空隙内を流下し
土粒子の移動を抑制

背面土の状況
9

【ザルコン開発目的と現在に至る概要経緯】

●開発目的

ダム湛水法面水位変動域において耐久性のある法面保護工を
開発する。

●概要経緯

ダム湛水法面

残留間隙水圧による表層崩壊

〇1998年（平成10年）10月：開発着手

〇1999年（平成11年）10月：山形月山ダム（国土交通省）にて第1回施工

〇2000年（平成12年）8月 ：「ザルコン」商標登録

〇2000年（平成12年）5月 ：「ザルコンへのスラリー注入法で特許取得」

〇2000年（平成12年）1月 ：NETIS登録（KK−990039-VR）（現在は掲載期間終了）

〇2025年（令和 7年）3月末：施工実績306件
10

【透水性コンクリートの性状比較】

ザルコン
性能

現場打ちポーラスコンクリート
一般値

項目

1×10-3m/sec以上1×10-3m/sec以上透水係数

12N/mm2以上10N/mm2以上一軸圧縮強度

15％以上（参考）21～30％全空隙率

18～22kN/m3（参考）16～20kN/m3単位容積質量

吹付方式
（湿式、乾式）

トレッククレーン等荷揚げ機械
によるコンクリートバケット

施工方法

湿式 水平100m、上向き30m
乾式 水平300m、上向き60m荷揚げ機械の性能による施工可能距離

標準タイプ 1：0.7より緩
急勾配タイプ 1：0.3より緩1：1.2より緩施工可能勾配

11

【ザルコンの機能イメージ】

12

9 10

11 12
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【適用土質】

硬岩、軟岩、礫質土、砂質土、粘性土、コンクリート面などで適用

【標準配合】

有機短繊維
VE(㎏)

配合水

骨材 S(㎏)セメント C(㎏)

特殊混和剤(ℓ)水(ℓ)

２．０６．５１１３．５１５００３００１．０㎥当たり

配合条件（Ｃ：Ｓ＝１：５ Ｗ／Ｃ＝４０％ 単位セメント量Ｃ＝３００㎏／m3）

骨材の規格 粒径：２．５～５．０㎜（ザルコン規格用砕石）

有機短繊維 ビニロン短繊維

特殊混和剤 ザルコンベースＦＣ-３０００タイプ

13

【ザルコンの構造】

ザルコンの構造は、薄いセメント結合材の被膜で包含した個々の骨材を
接着し積層することで、内部に１mm程度の連続空隙を形成させることに
より透水性を確保したポーラスコンクリートである。

ポイント：① セメント結合材の粘性と強度 特殊混和剤の選定
：② セメントで包含した骨材同士のつなぎ 短繊維補強材の選定
：③ 骨材の粒形（扁平でなく丸みがある）、細粒分が少なく、堅固

セメント結合
材包含骨材

有機短繊維

ザルコンコア断面 ザルコン表面

14

【ザルコンの吹付厚目安】

15

湛水のり面標準10cm

【ザルコンのタイプ】

16

13 14

15 16
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【標準タイプ(湿式)吹付プラント】

17

【長距離タイプ(乾式)吹付プラント】

18

【施工事例 （ダム湛水法面補修事例①）】

法面勾配 1：0.5～1.2 ザルコン厚 10cm
施工箇所 石川県；某ダム（国土交通省北陸地方整備局）

ザルコンによる補修施工直後

19

ザルコン施工後8年経過

モルタル吹付を施工した翌年の
冠水後の状況

ダム湛水面の崩壊地

【施工事例 （ダム湛水法面補修事例②）】

法面勾配 1：0.7～1：1.0 ザルコン厚 10cm
施工箇所 長野県；某ダム（国土交通省中部地方整備局）

施工前（枠背面の空洞化）

枠内、枠背面侵食状況（湧水） 枠内補強鉄筋配筋状況 枠内ザルコン吹付状況

完 成

20

17 18

19 20
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【施工事例 （新設ダム湛水法面施工事例）】

法面勾配≒1：1.2 ザルコン厚 10cm

施工箇所 岐阜県；某ダム（水資源機構）

ザルコン施工直後

21

ザルコン施工後16年経過

【施工事例 （道路沿いの湧水法面施工事例）】

法面勾配＝1：1.2 ザルコン厚 10cm

施工箇所 愛知県内（インターチェンジ法面）

ザルコン吹付状況
（湧水法面への施工）

22

ザルコン施工後の透水状況

【施工事例（道路法面：老朽化法面の補修・補強）】

法面勾配 1：1.0 ザルコン厚 10cm 施工箇所 滋賀県内

施工前（老朽化モルタル吹付面補強） 完成

補強金網設置状況 枠内ザルコン吹付状況

搬送距離 L＝140m
乾式吹付プラント稼働状況

23 24

【施工事例（鉄道法面：老朽化法面の補修・補強）】

施工前（既設空石積工の補強） 完成

ザルコン吹付状況 乾式吹付プラント稼働状況 のり肩小水路からの流水状況

・法面勾配 1：0.5～1：1.5 ・ザルコン厚 10cm ・施工箇所 大阪府内

21 22

23 24
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【施工事例（老朽化急傾斜地法枠の補修・補強）】

背面侵食による吹付枠の空洞化 吹付枠端部背面空洞化

ザルコン吹付状況

25

枠内補強金網敷設状況

法面勾配 1：0.5～1：0.3(急勾配タイプ) ザルコン厚 10cm 施工箇所 富山県
26

法面対策工法協会岐阜

ご清聴ありがとうございました

27

25 26

27
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長距離・高揚程・高品質乾式吹付システム

1

ファーストクリートＤｒｙ

法面対策工法協会岐阜

• モルタル・コンクリート吹付工法は、汎用性の高さから法面保護工に
広く用いられている

• 湿式吹付方式はプラントからの圧送距離が一定以上遠くなると品
質が低下し、施工が困難になることが知られている

• 「のり枠工の設計・施工指針」等では、品質確保のため適用範囲を
限定しているのが現状

• 近年、斜面対策現場は長距離・高所・狭隘化し、長距離・高揚程
圧送とプラントのコンパクト化へのニーズが高まっている

• 従来の適用範囲外の長距離・高所で狭隘な現場であっても、品質
の“見える化”と環境負荷の低減を実現した吹付システムを提供

本工法の開発の背景

2

【システムの概要】

3

【材料制御システム（見える化）】

4

送風量管理（風量計） 粉体材料吐出量管理（回転計）

送水量管理（流量計）

※現場・施工条件により都度調整
（キャリブレーション）

1 2

3 4
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【特長】

5

【特長】

6

 モルタル吹付工、透水性コンクリート吹付工(ザルコン)、植生基材吹付工の施工
山腹崩壊地の復旧、鉄塔下の法面、ダムの湛水面、トンネルの補修、補強等

 落石対策
不安定岩塊の根固め、表面被覆等（ニュージャストショット工法に適用）

 老朽化吹付法面の増厚工
供用道路沿いでプラント用地が付近にない箇所の既設法面補修対策等

 プラントが施工箇所近傍に設置できない現場
モノレールやヘリコプター等で資機材運搬が必要な現場、湿式吹付では対応できない現場等

【特長】

7

【特長】

8

混合装置なしの場合

5 6

7 8



2026/5/27

3

【特長】

9

混合装置ありの場合

【特長】

10

 特殊混合ノズル装置

特許第7381443号

◆ 安定した品質

【特長】

11

【使用材料について】

 本吹付システムによる使用材料は特に規定しません。

 乾式吹付工に使用されているプレミックス材料（ザルコンの
場合は乾式吹付ザルコン用材料）を使用します。

 実績のない材料については、あらかじめ試験練りなどを行っ
て性能確認したものを使用します。

12

9 10

11 12
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【配合（例）】

 本吹付システムでは使用材料に対する配合規定は設けませ
ん。

 設計した工法の規定に準拠した材料および配合を選定します。

 実績のない材料・配合の場合は、あらかじめ試験練りなどを
行って性能確認したものを使用します。

13

標準的な材料の配合例（1：4モルタルをドライミックス）

【主要機械】

14

【プラント配置例（標準タイプ）】

 プレモイスト（一次水添加）※を行う標準タイプ

15

※プレモイスト；材料投入時の粉じんの低減やセメントの水和の促進等を考慮し、
あらかじめドライミックス材料に練混ぜ水の一部を添加すること。

【プラント配置例（簡易タイプ）】

 プレモイスト（一次水添加）を行わない簡易タイプ

16

13 14

15 16
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【施工フロー】

17

※1吹付け施工開始前に材料吐
出量に見合う配合水量を決定
するため、基準試験「キャリブ
レーション試験」を実施します。

※2施工条件（ホース長、プラント
と吹付箇所の高低差等）が大
きく変化し、材料の吐出状態が
変化する場合には、「キャリブ
レーション試験」を再度実施し、
材料吐出量の見直しをはかり
ます。

【品質管理（品質管理項目）】

18

 乾式吹付工は配合水と粉体材料との混合割合が非常に重要
になるため、施工開始前に基準試験「キャリブレーション試
験」を実施する。

① 事前に配合計画書、キャリブレーション試験計画書を作成し提出する。

② 実際の施工条件に合わせた材料や機械、ホース延長などを設定して、
一定量の材料を吹き切るまでに要した時間を測定し、毎分当たりの材料
吐出量を算出する。

③ 材料の吐出量に見合う配合水の流量を算定し、送水ポンプをその流量
に設定して再度試験吹きを行い、良好な圧送性が得られるかを確認し
ながら微調整を行う。

④ 調整した流量計の値が基準値の範囲内に収まっていることを日々確認
し、日常管理とする。

【品質管理（キャリブレーション試験）】

19

【品質管理（配合計画書例）】

20

17 18

19 20
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【品質管理（キャリブレーション試験記録表P1）】

21

【品質管理（キャリブレーション試験記録表P2）】

22

【品質管理（配合水量日々管理表）】

23

【施工事例】

24

東股田瀬（東股）林道災害復旧工事
林野庁 中部森林管理局 東濃森林管理署

岐阜県中津川市付知地内
当初 災害発生時

21 22

23 24
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【施工事例】

25

東股田瀬（東股）林道災害復旧工事
林野庁 中部森林管理局 東濃森林管理署

岐阜県中津川市付知地内
既設モルタル取壊し後

【施工事例】

26

東股田瀬（東股）林道災害復旧工事

現場条件 ホース延長L=200m 高低差H＝80m

繊維補強モルタル吹付状況

【施工事例】

27

東股田瀬（東股）林道災害復旧工事

現場条件 ホース延長L=200m 高低差H＝80m

繊維補強モルタル吹付状況

【施工事例】

28

東股田瀬（東股）林道災害復旧工事

現場条件 ホース延長L=200m 高低差H＝80m

繊維補強モルタル吹付状況

25 26

27 28



2026/5/27

8

【施工事例】

29

東股田瀬（東股）林道災害復旧工事
林野庁 中部森林管理局 東濃森林管理署

岐阜県中津川市付知地内
完 成

【施工事例】

30

【施工事例】

31

【施工事例】

32

29 30

31 32
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33 34

法面対策工法協会岐阜

ご清聴ありがとうございました
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